
　○調査期間 令和２年８月１９日(水)～８月２８日(金)　(10日間)

　○回答方法 専用ウェブサイトから回答を送信する。

　○モニター数 360名 (男性 172名　女性 188名）

　○回答者数 323名 (男性 153名　女性 170名）

　○回答率 89.7%

【分析】

2020年度まちづくりネットモニター第７回調査結果

テーマ「郡山市の公共交通について」

　現在、路線バス、鉄道やタクシーなどの公共交通は、通勤、通学、通院といった市民
の生活に不可欠な移動手段として重要な役割を担っています。人口減少や労働力不足が
進行する中で、持続可能で利用しやすい公共交通の在り方を検討するため、市民の皆さ
まの公共交通の利用状況や利用意向、将来の方向性等について、アンケートを実施いた
しましたので、その結果についてお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合交通政策課）

《回答者内訳（人）》
　〇年代・男女別

　〇年代・居住地別

　

《日ごろの外出について》
　・主な外出目的は「通勤」が51.1％で最も高く、次いで「買い物」が36.5％
　・利用する交通手段は78.9％の人が「自家用車（自分で運転）」と回答し、6.8％の人が
　　「路線バス」、2.8％の人が「鉄道」と回答
《路線バスの利用について》
　・利用頻度は「ほとんど利用しない」が85.1％で最も高い
　・利用時に不便と感じる点ついて、49.4％の人が「運行本数が少ない」、32.0％の人が
　　「運賃が高い」、26.3％の人が「自宅から最寄りのバス停が遠い」と回答

調査概要

年代 10代※ 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 6 5 16 30 30 17 41 8 153
女性 9 10 41 55 37 15 2 1 170
合計 15 15 57 85 67 32 43 9 323

構成比 4.6% 4.6% 17.6% 26.3% 20.7% 9.9% 13.3% 2.8%

※10代は義務教育を修了した者

年代 10代※ 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計 構成比
旧市 5 5 25 34 30 16 14 4 133 41.2%
富田 4 4 5 5 4 5 3 3 33 10.2%
大槻 2 1 5 11 9 4 7 1 40 12.4%
安積 2 10 6 7 4 10 1 40 12.4%

三穂田 1 1 2 0.6%
逢瀬 1 2 3 0.9%
片平 1 2 3 6 1.9%

喜久田 1 3 4 2 1 2 13 4.0%
日和田 1 2 2 2 7 2.2%
富久山 2 5 11 5 5 28 8.7%
湖南 1 1 2 0.6%
熱海 1 1 2 4 1.2%
田村 1 1 2 1 2 7 2.2%
西田 1 1 1 3 0.9%
市外 2 2 0.6%
合計 15 15 57 85 67 32 43 9 323
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【考察】

《鉄道（在来線）の利用について》
　・利用頻度は「ほとんど利用しない」が90.4％で最も高い
　・利用時に不便と感じるについて、47.6％の人が「自宅から最寄り駅が遠い」、32.3％の
　　人が「運行本数が少ない」と回答
《タクシーの利用について》
　・利用頻度は「ほとんど利用しない」が93.8％で最も高い
　・利用時に不便と感じる点について、71.5％の人が「料金が高い」、33.7％の人が「乗車
　　前に値段がわからない」と回答
《自転車の利用について》
　・利用頻度は「ほとんど利用しない」が66.9％で最も高い
　・利用時に不便と感じる点について、35.0％の人が「自転車が道路を走行する環境が整って
　　いない」、30.3％の人が「自転車の走行時に危険を感じる」と回答
《その他》
　・公共交通を乗り継ぐ際に不便に感じる点として、59.1％の人が「待ち時間が長い」と回答
　・交通手段の検索・予約に、66.6％の人がインターネットやスマホアプリを「使用する」
　　「たまに使用する」と回答

　外出する際の交通手段として、自家用車を利用している人が回答者の約８割と高く、それに伴
い、バスや鉄道等の公共交通を利用している人は回答者の１割未満と低い状況にあることから、
公共交通を維持していくためには更なる利用促進に取り組む必要があると考えられる。
　また、公共交通の利用時に不便と感じる点として、運行本数や料金、運行経路などが多く回答
されていることから、需要に応じた利用しやすい料金体系や公共交通網への取り組みが求められ
ている。
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１．日ごろの外出について

問１ 主な外出目的は何ですか︖（１つ選択）
（回答者：323人）

※構成比は、端数を四捨五入しているため、合計が100.0%にならない場合があります。

通勤
51.1%

(165人)

買い物
36.5%

(118人)

通学

4.0% (13人)

娯楽・レジャー

3.7% (12人)

通院

2.2% (7人)

その他

2.5% (8人)

9.3%

(4人)

40.6% (13人)

65.7% (44人)

72.9% (62人)

54.4% (31人)

66.7% (10人)

6.7%

(1人)

66.7% (6人)

62.8% (27人)

56.3% (18人)

29.9% (20人)

24.7% (21人)

35.1% (20人)

26.7% (4人)

13.3% (2人)

1.8% (1人)

80.0% (12人)

11.1%

(1人)

14.0% (6人)

1.5% (1人)

1.2% (1人)

5.3%

(3人)

11.1%

(1人)

11.6%

(5人)

1.8% (1人)

11.1%

(1人)

2.3% (1人)

3.1% (1人)

3.0% (2人)

1.2% (1人)

1.8% (1人)

6.7%

(1人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代
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60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

通勤 買い物 通学 娯楽・レジャー 通院 その他
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　主な外出目的について、「通勤」の割合が51.1％、次に「買い物」の割合が36.5％であ
り、その２つで全体の約90％を占めている。
　年代別でみると、10代は「通学」の割合が80.0％で最も高く、70代と80代は「買い物」の
割合がそれぞれ62.8％と66.7％で最も高く、「娯楽・レジャー」及び「通院」の割合が他の
年代と比較し高い傾向にある。

◆「その他」を選択した方の主な意見
・幼稚園への送り迎え （30代　女性）
・散歩 （40代　男性）
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問２ その際に利用する交通手段は何ですか？（複数選択可） （回答者：323人）

0.9%(3人)

0.3%(1人)

1.5%(5人)

1.9%(6人)

2.8%(9人)

6.8%(22人)

9.9%(32人)

14.9%(48人)

15.2%(49人)

78.9%(255人)

その他

学校、医療施設等の送迎車

タクシー

自動二輪・原付バイク

鉄道

路線バス

徒歩のみ

自家用車（乗せてもらう）

自転車

自家用車（自分で運転）
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者
数
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n
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自
家
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車

（
自
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転
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そ
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323 78.9% 15.2% 14.9% 9.9% 6.8% 2.8% 1.9% 1.5% 0.3% 0.9%

(255人) (49人) (48人) (32人) (22人) (9人) (6人) (5人) (1人) (3人)

15 6.7% 73.3% 40.0% 13.3% 20.0% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0%

(1人) (11人) (6人) (2人) (3人) (1人) (1人) (0人) (0人) (0人)

15 73.3% 20.0% 33.3% 0.0% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0%

(11人) (3人) (5人) (0人) (1人) (1人) (1人) (1人) (0人) (0人)

57 89.5% 7.0% 14.0% 12.3% 1.8% 5.3% 1.8% 1.8% 0.0% 1.8%

(51人) (4人) (8人) (7人) (1人) (3人) (1人) (1人) (0人) (1人)

85 85.9% 10.6% 7.1% 7.1% 3.5% 2.4% 0.0% 1.2% 1.2% 1.2%

(73人) (9人) (6人) (6人) (3人) (2人) (0人) (1人) (1人) (1人)

67 73.1% 10.4% 11.9% 4.5% 6.0% 3.0% 4.5% 1.5% 0.0% 0.0%

(49人) (7人) (8人) (3人) (4人) (2人) (3人) (1人) (0人) (0人)

32 78.1% 15.6% 25.0% 15.6% 9.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1%

(25人) (5人) (8人) (5人) (3人) (0人) (0人) (0人) (0人) (1人)

43 88.4% 20.9% 14.0% 14.0% 11.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(38人) (9人) (6人) (6人) (5人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

9 77.8% 11.1% 11.1% 33.3% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

(7人) (1人) (1人) (3人) (2人) (0人) (0人) (1人) (0人) (0人)
80代

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

≪参考：年代別≫

※回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出しました。したがって、複数回答

の設問は、すべての比率を合計すると100.0％を超えることがあります。
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　交通手段について、回答者の78.9％が「自家用車（自分で運転）」を選択し、14.9％が
「自家用車（乗せてもらう）」を選択しており、自家用車への高い依存傾向がみられる。
　一方で、路線バスは6.8％、鉄道は2.8％となっており、公共交通の利用は低い傾向にあ
る。
　年代別では、「自家用車（自分で運転）」について、30代が89.5％と最も多く、次いで、
70代が88.4％、40代が85.9％となっている。
　また、居住地別では、回答者が少ないため、地域の傾向とはいえないが、「自家用車（自
分で運転）」について、三穂田、逢瀬、日和田、湖南、田村、市外が100％と多くなってい
る。
　公共交通を維持していくためには、更なる利用促進に取り組む必要があると考えられる。
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78.9% 15.2% 14.9% 9.9% 6.8% 2.8% 1.9% 1.5% 0.3% 0.9%

(255人) (49人) (48人) (32人) (22人) (9人) (6人) (5人) (1人) (3人)

69.2% 16.5% 17.3% 12.0% 7.5% 1.5% 3.0% 1.5% 0.0% 0.8%

(92人) (22人) (23人) (16人) (10人) (2人) (4人) (2人) (0人) (1人)

66.7% 30.3% 18.2% 18.2% 6.1% 3.0% 0.0% 3.0% 0.0% 0.0%

(22人) (10人) (6人) (6人) (2人) (1人) (0人) (1人) (0人) (0人)

87.5% 20.0% 10.0% 7.5% 2.5% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(35人) (8人) (4人) (3人) (1人) (0人) (2人) (0人) (0人) (0人)

90.0% 17.5% 17.5% 10.0% 12.5% 2.5% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0%

(36人) (7人) (7人) (4人) (5人) (1人) (0人) (1人) (0人) (0人)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(2人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

100.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(3人) (0人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

83.3% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(5人) (0人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

92.3% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(12人) (0人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

100.0% 0.0% 28.6% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

(7人) (0人) (2人) (1人) (1人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人)

89.3% 7.1% 10.7% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 3.6% 3.6% 3.6%
(25人) (2人) (3人) (2人) (2人) (2人) (0人) (1人) (1人) (1人)
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
(2人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)
75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
(3人) (0人) (0人) (0人) (1人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%
(7人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (1人)
66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
(2人) (0人) (0人) (0人) (0人) (1人) (0人) (0人) (0人) (0人)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
(2人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人) (0人)

4

7

3

2

熱海

田村

西田

市外

323

133

33

40

40

2

3

6

13

7

28

2

全体

旧市

富田

大槻

安積

三穂田

逢瀬

片平

喜久田

日和田

富久山

湖南

≪参考：居住地別≫
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問３ 問２で「自家用車（自分で運転）」「自家用車（乗せてもらう）」「自動二輪・原付

バイク」を選択した方にお伺いします。

あなたは普段の自家用車や自動二輪・原付バイクの利用を控えて他の交通手段に変更

してもよいと思いますか？（１つ選択） （回答者：277人）

68.2%

(189人)

16.6%

(46人)

15.2%

(42人)

50.0%(4人)

60.0%(21人)

58.1%(18人)

62.5%(35人)

75.0%(57人)

77.4%(41人)

83.3%(10人)

50.0%(3人)

17.1%(6人)

19.4%(6人)

25.0%(14人)

15.8%(12人)

11.3%

(6人)

8.3%

(1人)

16.7%(1人)

50.0%(4人)

22.9%(8人)

22.6%(7人)

12.5%(7人)

9.2%

(7人)

11.3%

(6人)

8.3%

(1人)

33.3%(2人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

これまで変更してもよいと思ったことはない

以前変更してもよいと思ったことはあるが、現在は思わない

現在変更してもよいと思っている

これまで変更してもよい

と思ったことはない

以前変更してもよいと

思ったことはあるが、

現在は思わない

現在変更してもよいと

思っている
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　自家用車及び自動二輪・原付バイク以外の交通手段への変更意向について、「現在変更し
てもよいと思っている」が15.2％、「以前変更してもよいと思ったことはあるが、現在はな
い」が16.6％となっている。
　年代別では、他の年代と比較して20代から40代は変更意向が低い。
　男女別では、男性より女性の変更意向が低い。

72.1%(106人)

63.8%(83人)

17.0%(25人)

16.2%(21人)

10.9%

(16人)

20.0%(26人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

これまで変更してもよいと思ったことはない

以前変更してもよいと思ったことはあるが、現在は思わない

現在変更してもよいと思っている
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　変更してもよいと思った他の交通手段について、回答者の62.6％が「路線バス」を選択し
ており、次いで41.8％が自転車を選択している。
　自家用車及び自動二輪・原付バイク以外の交通手段へ変更を促進するためには、路線バス
と自転車の利用をより便利にすることが効果的と考えられる。

問４ 問３で「現在変更してもよいと思っている」「以前変更してもよいと思ったことはあ
るが、現在は思わない」を選択した方にお伺いします。変更してもよいと思った他
の交通手段をお答えください。（複数選択可）

（回答者：88人）

2.3% (2人)

9.1% (8人)

11.4% (10人)

10.2% (9人)

42.0% (37人)

60.2% (53人)

その他

徒歩

鉄道

タクシー

自転車

路線バス
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問５ 路線バスをどのくらい利用していますか？（１つ選択）
（回答者：323人）

２．路線バスの利用について

ほとんど

利用しない

85.1%(275人)

月に数日

11.5%

(37人)

週に１～２日

1.2%(4人)

週に３～４日

1.2%(4人)
週に５日以上

0.9%(3人)

55.6%(5人)

74.4%(32人)

81.3%(26人)

85.1%(57人)

91.8%(78人)

94.7%(54人)

93.3%(14人)

60.0%(9人)

33.3%(3人)

23.3%(10人)

15.6%(5人)

11.9%(8人)

4.7%(4人)

5.3%(3人)

26.7%(4人)

2.3%(1人)

2.4%(2人)

6.7%

(1人)

11.1%

(1人)

3.1%(1人)

1.5%(1人)

6.7%

(1人)

1.5%(1人)

1.2%(1人)

6.7%

(1人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上

10 / 31 



　路線バスの利用頻度について、「ほとんど利用しない」が85.1％で、次いで「月に数日」
が11.5％となっている。
　年代別では、「ほとんど利用しない」を選択した人は、30代が94.7％と最も多く、次いで
20代が93.3％となっている。
　居住地別では、回答者が少ないため、地域の傾向とはいえないが、三穂田、逢瀬、片平、
喜久田、湖南、田村、市外において、「ほとんど利用しない」が100％と多くなっている。

100.0% (2人)

66.7% (2人)

100.0% (7人)

75.0% (3人)

100.0% (2人)

78.6% (22人)

85.7% (6人)

100.0% (13人)

100.0% (6人)

100.0% (3人)

100.0% (2人)

80.0% (32人)

92.5% (37人)

84.8% (28人)

82.7% (110人)

33.3% (1人)

25.0% (1人)

10.7%

(3人)

14.3% (1人)

20.0% (8人)

7.5%

(3人)

9.1% (3人)

12.8% (17人)

10.7%

(3人)

0.8%, (1人)

6.1%

(2人)

1.5% (2人)

2.3% (3人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市外

西田

田村

熱海

湖南

富久山

日和田

喜久田

片平

逢瀬

三穂田

安積

大槻

富田

旧市

居住地別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上
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　路線バスの不便と感じる点について、「運行本数が少ない」が49.4％と最も高く、次いで
「時刻表に行動が縛られる」が33.9％、「運賃が高い」が32.0％となっている。
　路線バスの利用を促進するためには、等間隔運行などのわかりやすいダイヤ設定やバスロ
ケーションシステム（福島交通にて12月に導入済み）の導入が効果的と考えられる。

◆「その他」を選択した方の主な意見
・コロナ感染対策（40代　男性）
・コロナ感染が怖いから（50代　女性）

問６ 路線バスの利用について、どのような点が不便ですか？
利用しない方は利用しない理由をお答えください。（複数選択可）

（回答者：316人)

※7人無回答

6.3%(20人)

2.2%(7人)

2.5%(8人)

3.8%(12人)

5.4%(17人)

8.5%(27人)

11.1%(35人)

11.7%(37人)

13.3%(42人)

14.9%(47人)

17.4%(55人)

18.4%(58人)

21.2%(67人)

23.7%(75人)

25.3%(80人)

25.3%(80人)

25.6%(81人)

25.9%(82人)

26.3%(83人)

32.0%(101人)

33.9%(107人)

49.4%(156人)

その他

特にない

乗り降りに段差が多い

車内が混雑している（座れないときがある）

始発バスの時間が遅い

バス停付近に駐輪場がない

バス停付近に駐車場がない

乗り降りするバス停やバス路線がわからない

ＮＯＲＵＣＡ（ノルカ）以外の

交通系ＩＣカードが利用できない

屋根やベンチなどバス停の設備が足りない

最終バスの時間が早い

他の交通手段への乗り継ぎが不便

自宅から目的地まで時間がかかる

荷物を持って利用するときに不便

時刻表どおりに運行されない

他の交通手段の方が便利

行きたいところへ向かうバス路線がない

遅延状況などがわからない

自宅から最寄りのバス停が遠い

運賃が高い

時刻表に行動が縛られる

運行本数が少ない
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問７ 鉄道（在来線）をどのくらい利用していますか？（１つ選択）
（回答者：323人）

ほとんど利用しない

90.4%(292人)

月に数日

8.4%(27人)

週に１～２日

0.9%(1人) 週に５日以上

0.3%(3人)

３．鉄道（在来線）の利用について

88.9% (8人)

86.0% (37人)

90.6% (29人)

85.1% (57人)

97.6% (83人)

93.0% (53人)

80.0% (12人)

86.7% (13人)

11.1%

(1人)

11.6%

(5人)

9.4%

(3人)

13.4%

(9人)

2.4% (2人)

5.3% (3人)

20.0% (3人)

6.7%

(1人)

2.3% (1人)

1.5% (1人)

1.8% (1人)

6.7%

(1人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に５日以上
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　鉄道（在来線）の利用頻度について、「ほとんど利用しない」が90.4％で最も高く、次い
で、「月に数日」が8.4%となっている。
　居住地別では、回答者が少ないため、地域の傾向とはいえないが、三穂田、逢瀬、片平、
喜久田、湖南、田村、市外で「ほとんど利用しない」が100％と多くなっている。

100.0% (2人)

66.7% (2人)

100.0% (7人)

50.0% (2人)

100.0% (2人)

82.1% (23人)

71.4% (5人)

100.0% (13人)

100.0% (6人)

100.0% (3人)

100.0% (2人)

90.0% (36人)

97.5% (39人)

84.8% (28人)

91.7% (122人)

50.0% (2人)

17.9% (5人)

28.6% (2人)

7.5%

(3人)

2.5% (1人)

15.2% (5人)

6.8% (9人)

2.5% (1人)

33.3% (1人)

1.5% (2人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市外

西田

田村

熱海

湖南

富久山

日和田

喜久田

片平

逢瀬

三穂田

安積

大槻

富田

旧市

居住地別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に５日以上
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◆「その他」を選択した方の主な意見
・コロナウイルスが心配（30代　女性）
・コロナ感染リスク、密になる（40代　女性）

　鉄道（在来線）の不便と感じる点について、「自宅から最寄り駅が遠い」が47.6％と最も
高く、次いで「運行本数が少ない」が32.3％、その次に、「駅周辺の駐車場を利用するのに
お金がかかる」が27.8％となっている。
　鉄道の利用を促進するためには、駅へのアクセスを容易にすることが効果的と考えられ
る。

問８ 鉄道（在来線）について、どのような点が不便ですか？

利用しない方は利用しない理由をお答えください。（複数選択可）
（回答者：313人）

※10人無回答

10.9% (34人)

5.1% (16人)

2.2% (7人)

2.2% (7人)

2.6% (8人)

2.6% (8人)

3.2% (10人)

4.2% (13人)

4.5% (14人)

5.4% (17人)

8.0% (25人)

8.9% (28人)

11.2% (35人)

16.0% (50人)

17.6% (55人)

17.6% (55人)

21.4% (67人)

21.7% (68人)

25.6% (80人)

27.8% (87人)

32.3% (101人)

47.6% (149人)

特にない

その他

最寄り駅でＳｕｉｃａ

（スイカ）が使えない

福島交通ＩＣカード

「ノルカ」が使えない

待合室やホームなど

駅の施設が十分でない

駅や周辺施設に段差が多い

始発列車の時刻が遅い

車内が混んでいる

（座れない時がある）

鉄道の運行状況や乗り場

案内等の情報提供が足りない

駅周辺の駐輪場が足りない

運賃が高い

最終列車の時刻が早い

路線バスへの乗り継ぎが不便

荷物を持って利用する

ときに不便である

自宅から目的地

まで時間がかかる

駅周辺の駐車場が足りない

目的地付近に駅がない

時刻表に行動が縛られる

他の交通手段の方が便利

駅周辺の駐車場を利用

するのにお金がかかる

運行本数が少ない

自宅から最寄りの駅が遠い
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　タクシーの利用頻度について、「ほとんど利用しない」が93.8％と最も高く、次いで、
「月に数日」が5.9％となっている。
　年代別では60代以降、年代が上がるにつれて利用頻度が高くなる傾向がみられる。

ほとんど利用しない

93.8%(303人)

月に数日

5.9%(19人)

週に５日以上

0.3%(1人)

55.6%(5人)

86.0%(37人)

90.6%(29人)

98.5%(66人)

95.3%(81人)

98.2%(56人)

93.3%(14人)

100%(15人)

44.4%(4人)

14.0%(6人)

9.4%

(3人)

4.7%(4人)

1.8%(1人)

6.7%(1人)

1.5%(1人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ほとんど利用しない 月に数日 週に５日以上

問９ タクシーをどのくらい利用していますか？（１つ選択） （回答者：323人）

４．タクシーの利用について
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◆「その他」を選択した方の主な意見
・目的地に駐車場が無いもしくは有料の場合（30代　男性）
・駐車料金が高くつくとき（40代　女性）
・旅行の際、駅まで行くのに（50代　女性）

　タクシーを利用する状況について、「お酒を飲んだとき」が55.4％と最も高く、次いで、
「目的地までの路線バスや鉄道がないとき」が25.7％となっている。

問１０ タクシーを利用するのはどんなときですか？（複数選択可） （回答者：323人）

10.2%(33人)

4.3%(14人)

5.0%(16人)

6.2%(20人)

6.8%(22人)

8.0%(26人)

8.4%(27人)

9.3%(30人)

15.8%(51人)

19.2%(62人)

19.5%(63人)

25.7%(83人)

55.4%(179人)

その他

自分の費用負担が軽いとき

目的地までの道がわからないとき

夜間など一人で歩くのが怖いとき

子どもや高齢者と一緒に移動するとき

複数の人と移動するとき

天気が悪いとき

荷物があるとき

疲労やケガなどで歩くのが困難なとき

早く移動したいとき

最終列車・路線バスがなくなったとき

目的地までの路線バスや鉄道がないとき

お酒を飲んだとき
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◆「その他」を選択した方の主な意見
・態度の悪い運転手がいる（30代　女性）
・運転が荒い（50代　男性）

　タクシー利用時に不便と感じる点について、「料金が高い」が71.5％と最も高く、次い
で、「乗車前に値段がわからない」が33.7％、「タクシーを呼んだり、捕まえたりするのが
手間」が30.3％となっている。
　タクシー利用を促進するためには、より低料金でわかりやすい料金体系の導入が効果的と
考えられる。

問１１ タクシーの利用について、どのような点が不便ですか？

（複数選択可） （回答者：323人）

3.7%(39人)

8.0%(12人)

8.4%(26人)

9.6%(27人)

12.1%(31人)

30.3%(98人)

33.7%(109人)

71.5%(231人)

特にない

その他

目的地への行き方を

説明するのが面倒

クレジットカード、電子マネー、

ＱＲコード決済を利用できない

運転手と２人きりになるのが嫌だ

タクシーを呼んだり、

捕まえたりするのが手間

乗車前に値段がわからない

料金が高い
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　新たなタクシー料金制度の利用意向について、「定額制」は50.0％となっており、「相乗
り」は20.2％となっている。

問１２ 問１１で「料金が高い」を選択した方にお伺いします。

現在、「定額制（※１）」や「相乗り（※２）」といった新たなタクシー料金制度

の導入が進められていますが、利用してみたい料金制度をお答えください。

（複数選択可） （回答者：231人）

（※１）「午前中、自宅から病院まで」など、時間帯・区域・期間の条件を設定し、

定額で複数回乗車が可能。利用が多い人は割安に。

（※２）配車アプリを活用して、目的地を入力すると同じ方向に行く人が調整される。

37.7% (87人)

20.3% (47人)

49.4% (114人)

どちらも利用したいと思わない

相乗り

定額制
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問１３ 自転車をどのくらい利用していますか？（１つ選択）
（回答者：323人）

５．自転車の利用について

ほとんど利用しない

66.9% (216人)

月に数日

11.1% (36人)

週に１～２日

5.6% (18人)

週に３～４日

6.2% (20人)

週に５日以上

10.2% (33人)

66.7% (6人)

44.2% (19人)

75.0% (24人)

64.2% (43人)

76.5% (65人)

80.7% (46人)

73.3% (11人)

13.3% (2人)

11.1%(1人)

20.9% (9人)

6.3%

(2人)

16.4% (11人)

9.4%

(8人)

8.8%

(5人)

18.6% (8人)

9.4%

(3人)

6.0%

(4人)

1.8% (1人)

6.7%

(1人)

6.7%

(1人)

11.1%(1人)

4.7%

(2人)

6.3%

(2人)

6.0%

(4人)

7.1%

(6人)

3.5% (2人)

13.3% (2人)

6.7%

(1人)

11.1%(1人)

11.6%(5人)

3.1% (1人)

7.5%

(5人)

7.1%

(6人)

5.3%

(3人)

6.7%

(1人)

73.3% (11人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上
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100.0%, (2人)

100.0%, (3人)

71.4%, (5人)

100.0%, (4人)

100.0%, (2人)

67.9%, (19人)

100.0%, (7人)

84.6%, (11人)

66.7%, (4人)

100.0%, (3人)

100.0%, (2人)

57.5%, (23人)

70.0%, (28人)

57.6%, (19人)

63.2%, (84人)

28.6%, (2人)

10.7%(3人)

7.7%

(1人)

16.7%, (1人)

22.5%, (9人)

7.5%

(3人)

6.1%

(2人)

11.3%, (15人)

3.6%, (1人)

7.7%, (1人)

5.0%, (2人)

12.5%, (5人)

9.1%, (3人)

4.5%, (6人)

7.1%, (2人)

5.0%, (2人)

2.5%, (1人)

9.1%(3人)

9.0%

(12人)

10.7%(3人)

16.7%, (1人)

10.0%

(4人)

7.5%

(3人)

18.2%, (6人)

12.0%, (16人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市外

西田

田村

熱海

湖南

富久山

日和田

喜久田

片平

逢瀬

三穂田

安積

大槻

富田

旧市

居住地別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上

75.9% (129人)

56.9% (87人)

8.2%

(14人)

14.4%

(22人)

2.4%(4人)

9.2%

(14人)

5.3%

(9人)

7.2%

(11人)

8.2%

(14人)

12.4%

(19人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

ほとんど利用しない 月に数日 週に１～２日 週に３～４日 週に５日以上

21 / 31 



　自転車の利用頻度について、「ほとんど利用しない」が66.9％と最も高く、次いで「月に
数日」が11.1％、「週に５日以上」が10.2％となっている。
　年代別では、10代で「週に5日以上」が73.3％となっており、最も高い。
　男女別では、女性よりも男性の利用頻度が高い。
　居住地別では、回答者が少ないため、地域の傾向とはいえないが、三穂田、逢瀬、日和
田、湖南、熱海、西田、市外において、「ほとんど利用しない」が100％と多くなってい
る。
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◆「その他」を選択した方の主な意見
・自転車を持っていない（50代　女性）
・足が悪いので乗れない（30代　女性）

　自転車利用時に不便と感じる点について、「雨天時に利用しにくい」が63.8％で最も高
く、次いで「荷物を運ぶのに不便」が38.1％、「自転車が道路を走行する環境が整っていな
い」が35.0％となっている。
　自転車の利用を促進するためには、走行環境の整備が効果的と考えられる。

問１４ 自転車で移動する際に、どのような点が不便ですか？
利用しない方は利用しない理由をお答えください。（複数選択可）

（回答者：323人）

9.0% (29人)

7.4% (24人)

5.3% (17人)

18.3% (59人)

19.5% (63人)

19.5% (63人)

21.1% (68人)

24.1% (78人)

30.3% (98人)

35.0% (113人)

38.1% (123人)

63.8% (206人)

特にない

その他

自動車の路上駐車が多い

自転車走行時に交通ルールを守らない

人が多い（原則車道・左側通行など）

目的地が遠い

自転車の駐輪環境が整っていない

疲れる

他の交通手段の方が便利

自転車の走行時に危険を感じる

自転車が道路を走行する

環境が整っていない

荷物を運ぶのに不便

雨天時に利用しにくい

23 / 31 



　公共交通を乗り継ぐ際に不便な点について、「待ち時間が長い」が59.1％で最も高く、次
いで「乗り継ぐ公共交通がわからない、調べるのが面倒」が23.5％、「付近に待ち時間を有
効活用できる商業施設などがない」が21.4％となっている。

問１５ タクシーや路線バスから鉄道など公共交通を乗り継ぐ際に、どのような点が不便
ですか？（複数選択可）

（回答者：323人）

６．その他

19.8% (64人)

0.9% (3人)

14.6% (47人)

16.4% (53人)

18.0% (58人)

21.4% (69人)

23.5% (76人)

59.1% (191人)

特にない

その他

それぞれ別に予約、

支払いをするのが面倒

乗り継ぎ先の乗り場まで遠い

待合所がない（せまい）

付近に待ち時間を有効活用

できる商業施設などがない

乗り継ぐ公共交通がわか

らない、調べるのが面倒

待ち時間が長い
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　公共交通を乗り継ぐ際の待ち時間の許容時間について、「１０分」が49.8％と最も高く、
次いで「２０分」が34.4％となっている。
　公共交通網を検討する際には、待ち時間を10分程度とすることが求められている。

５分以内

11.5% (37人)

１０分

49.8% (161人)

２０分

34.4% (111人)

３０分以上

4.3% (14人)

11.1% (1人)

4.7% (2人)

9.4%

(3人)

7.5%

(5人)

12.9%

(11人)

15.8% (9人)

26.7% (4人)

13.3% (2人)

33.3% (3人)

51.2% (22人)

43.8% (14人)

55.2% (37人)

56.5% (48人)

45.6% (26人)

33.3% (5人)

40.0% (6人)

44.4% (4人)

44.2% (19人)

43.8% (14人)

32.8% (22人)

28.2% (24人)

31.6% (18人)

33.3% (5人)

33.3% (5人)

11.1%

(1人)

3.1%, (1人)

4.5%, (3人)

2.4%, (2人)

7.0%, (4人)

6.7%, (1人)

13.3%, (2人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

５分以内 １０分 ２０分 ３０分以上

問１６ 公共交通を乗り継ぐ際に、どれくらいの待ち時間であれば待つことができますか？

（１つ選択） （回答者：323人）
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◆「その他」を選択した方の主な意見
・子連れではどれも利用しにくい（30代　女性）
・どの選択肢も現実味を帯びていない（50代　男性）

　新しい移動サービスの利用意向について、「ＡＩデマンド交通」が41.8％と最も高く、次
いで「シェアサイクル」が33.7％、「定時・着地固定型デマンド交通」が32.2％となってい
る。

問１７ 近年、路線バス、鉄道やタクシーといった既存の公共交通に加え、デマンド交通や

カーシェアといった情報通信技術等を活用した新しい移動サービスが出現していま

すが、どのような移動サービスを利用してみたいですか？（複数選択可）

（回答者：323人）

8.0% (26人)

26.3% (85人)

32.2% (104人)

33.7% (109人)

41.8% (135人)

その他

カーシェア（※３）

定時・着地固定型デマンド交通（※１）

シェアサイクル（※４）

ＡＩデマンド交通（※２）

（※１)利用者からの予約電話を受け、自宅等から指定の目的地（交通結節点）まで、他の

利用者と乗り合わせをするもの。利用者の利便性を考慮し、目的地を駅や商業施設

に設定するとともに、円滑に乗り継ぎができるような運行時間帯を設定している。

(※２)ＡＩを活用することで利用者予約に対し、リアルタイムに最適配車を行うサービス。

定まった経路を持たず、配車予約と車両位置からＡＩがリアルタイムに最適な運行

ルートを決定するため、乗合をしつつ、おおむね希望時間通りの移動が可能になる。

（※３)登録を行った会員間で特定の自動車を共同使用するシステム。事業者が駐車場で管

理している車をスマートフォンなどによって予約し、時間になったら借りるサービ

スが多い。

(※４)一定の地域内に複数配置された拠点（ポート）において、自由に貸出・返却できる
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問１８ 目的地までの交通手段の検索や予約をするのに、インターネットやスマホアプリを
使用していますか？（１つ選択）

（回答者：323人）

使用する

47.4% (153人)

たまに使用する

19.2% (62人)

使用しない

33.4% (108人)

33.3% (3人)

20.9% (9人)

34.4% (11人)

38.8% (26人)

49.4% (42人)

75.4% (43人)

80.0% (12人)

46.7% (7人)

22.2% (2人)

14.0% (6人)

25.0% (8人)

22.4% (15人)

27.1% (23人)

1.8% (1人)

13.3% (2人)

33.3% (5人)

44.4% (4人)

65.1% (28人)

40.6% (13人)

38.8% (26人)

23.5% (20人)

22.8% (13人)

6.7%

(1人)

20.0% (3人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

使用する たまに使用する 使用しない
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　交通手段の検索・予約の際のインターネットサービス・スマホアプリの使用状況につい
て、「使用する」が47.4％と最も高く、次いで「使用しない」が33.4％となっている。
　年代別では、20代が使用する人が占める割合が最も高く、70代が最も低い。
　男女別では、男性よりも女性のほうが使用する人の占める割合が高い。

54.1% (92人)

39.9% (61人)

20.6% (35人)

17.6%(27人)

25.3% (43人)

42.5% (65人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

使用する たまに使用する 使用しない
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 交通手段を検索・予約する際に使用するインターネットサービス・スマホアプリについ
て、「Googleマップ」が36.6％と最も多く、次いで「Yahoo!乗換案内、路線情報」が23.5％
となっている。
　問18の結果を見ると、半数以上が「使用する」「たまに使用する」と答えていることか
ら、インターネットサービス・スマホアプリを通じた交通情報の提供が求められており、特
に、Googleマップの情報掲載は効果的であると考えられる。

問１９ 問１８で「使用する」「たまに使用する」を選択した方にお伺いします。
使用しているインターネットサービス、スマホアプリの名称は何ですか？
（自由記述） （回答者：152人）

※63人無回答

6.6% (10人)

1.3% (2人)

2.0% (3人)

2.0% (3人)

5.3% (8人)

11.2% (17人)

13.2% (20人)

15.1% (23人)

23.0% (35人)

36.8% (56人)

その他

ドラぷら（ネクスコ東日本）

宿泊予約サイト

駅すぱあと

バス会社ウェブサイト

乗換案内（ジョルダン）

乗換ナビタイム

えきねっと等（ＪＲ東日本）

Yahoo!乗換案内、路線情報

Googleマップ

29 / 31 



《主なご意見》

〇鉄道について

〇路線バスについて

・高齢になってからの運転免許返納は精神的負担が大きいと思う。自家用車を運転している
時期から、公共交通手段に慣れ親しんでおくことも必要と思う。例えば夏のビール祭りや、
開成山のスポーツ観戦のチケットにバスの割引などもセット販売するのもいいと思う。
（50代　女性）

・子ども、学生、運転可能な年代は殆ど公共交通はつかっていないと思います。路線バスは
乗車率が低いと思うので、乗車率の高い路線のみに集約し、運転しない高齢者向けにタク
シーの補助を行う方がよいのではないでしょうか。（40代　男性）

・郡山市の交通網でバス路線が、郡山駅を中心に放射状にしているため目的地にいくため
に、郡山駅経由となってしまう。市内循環路線を増やすと接続部の乗り換えが可能になって
利用しやすくなる。鉄道とバスの役割を区分する。市内の各JR駅を起点にバス路線を整備す
る。（60代　男性）

・路線バスの走行状況がウェブでリアルタイムに確認できるサービスがほしい。これにより
待ち時間と短縮や遅延確認ができるとバスの利用もありだと考えている。（20代　男性）

・路線バスの経路検索が非常に手間なので改善してほしいです。年に数回しか乗らないの
で、毎回路線図の番号を見ながらどこを通るのか調べていますが、本当に手間です。例え
ば、路線をクリックすれば経路が濃く写し出される仕組みなど希望です。（30代　女性）

・富山や宇都宮のように「LRT」（Light Rail Transit）を整備していただきたい。車を捨
ててこそ地方は甦る。しかし、既存の鉄道や路線バスでは代替にならない。開拓精神を取り
戻せ！（50代　男性）

・個人的な意見ですみませんが、コロナ前に郡山駅前に飲み会などに行った際に、磐越西線
の終電が22時台と終わるのが早く、帰りが毎回タクシー利用でした。もう少し遅くなれば利
用できたと思ったことが何度もありました。また、新幹線から磐越西線への乗り継ぎも悪
く、相当便を狙わないとスムーズな乗換ができず、結局車で郡山駅に向かったり、タクシー
を利用してしまいます。折角徒歩圏内に駅があるのに勿体無いなぁと思うことがしばしばで
す。（30代　男性）

問２０ その他交通に関し、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。
（自由記述）

（回答者：102人）
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◇公共交通全般について

〇タクシーについて

・陣痛タクシーを常設すべきと考えます。親が近くに住んでおらず、頼れる人がいない核家
族が郡山には多いと思います。郡山は福島県の中でも都市部に値するのに、未だに出産育児
に関するサポートが行き届いていないと実感しました。市役所のウェブサイトでも同様の意
見書がありました。陣痛タクシーが無くて非常に困り、不安を抱えている妊婦さんは大勢い
ます。私自身もそうでした。妊婦のための陣痛タクシーの手配をすすめていただき、付加価
値のある交通環境を創り上げていく必要性を感じます。視野を広げていただきたいと強く感
じます。（30代　女性）

〇自転車について

・自転車専用道路の整備。市道の一部では、歩道が狭すぎて、自転車で通るとき怖い。
（10代　男性）

・自転車を利用する際、歩道に駐車する車や、一旦停止を怠る自転車や右側走行の自転車が
あり、危険を感じることがあります。交通ルールを確認する機会が、定期的にあったらいい
なと思います。また、道路と歩道の段差がなくなると安心です。（60代　女性）

・旧市街と郊外で交通体系を分離する時期にきてます。それぞれの人口密度に合わせたサー
ビスを提供していくことが大事です。旧市街ではバス専用のレーンやバス専用道路、バス優
先信号等を整備して定時運行、高頻度運行を維持すべきです。郊外では意見を聴きながら、
デマンド交通への移行も検討課題になるかもしれません。また、東北本線の富久山や東線の
小泉付近に新駅をつくることを検討してもよいのではないですか。郡山市にＬＲＴを導入す
るのは需要面で無理ですから、バスを有効に活用していくべきです。鉄道、タクシーとの連
携、役割分担も大事です。バスの操車場を市街地の安全な場所に移転するのも必要です。
（50代　男性）

〇その他

・車の方が便利だし、公共交通を利用しようとは思わない。（40代　女性）

・60歳台であり数年後からの移動手段に不安が大きい。周囲に店や病院がなくそこまで遠
い。無人化・自動運転の乗り物が早く開発されることを望みます。郡山市も支援に税金を投
入してほしい。（60代　男性）
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